
査
報
告
、
理
事
・
監
事
の
選
任

の
案
件
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

直
ち
に
持
た
れ
た
理
事
会
の

後
、
今
年
度
の
事
業
計
画
と
活

動
予
算
が
総
会
に
提
案
さ
れ
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
理
事
会

で
は
、
当
協
会
の
発
足
以
来
、

会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
前
理

事
長
の
前
原
哲
雄
さ
ん
の
顧
問

就
任
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
総
会
後
の
理
事
会
で
、
今

後
の
協
会
の
運
営
を
円
滑
に
進

め
て
行
く
た
め
、
中
期
的
視
点

に
立
っ
て
、
よ
り
効
果
的
な
運

営
を
め
ざ
す
「
調
査
研
究
部
会
」

の
設
置
を
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
後
の
会
員
研
修

で
、
市
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
、

現
在
は
府
立
高
校
に
通
う
新
居

優
太
郎
さ
ん
も
出
演
し
て
い
る
、

人
工
呼
吸
器
で
生
活
す
る
人
々

の
日
常
を
描
い
た
映
画
「
風
は

生
き
よ
と
い
う
」
を
上
映
し
ま

し
た
。

協
会
は
、
今
後
も
す
べ
て
の

市
民
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
街
、

枚
方
を
め
ざ
し
て
活
動
を
す
す

め
ま
す
。
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枚 方 人 権

まちづくり協会

◆シリーズ◆

人権な
街 角

「
イ
ク
メ
ン
」
と
い
う
言
葉
が
な
く
な
る
日

こんなことやってます

枚方人権まちづくり協会

<人権まちづくり協会> <男女共生フロアウィル>
TEL 072-844-8788(「福 以下、利用は女性のみ

祉なんでも相談」を除く） [電話相談]

[人権なんでも相談] 月10時-12時/13時-17時

月～金/9時～17時半 木13時-16時/17時-21時

[地域就労支援相談] 専用TEL 072-843-7860

月～水/金 9時～17時半 [生き方相談(要予約)]
（要予約） 水 13時-21時

[進路選択支援相談] 金 10時-17時

火曜日（要予約） TEL 072-843-5636

13時～17時/18時～20時 [法律相談(要予約)]

[福祉なんでも相談] 第2金/第3木/第4土 13時

月～金/9時～17時半 -16時 第1金 17時-20時

専用TEL 072-844-8866 TEL 072-843-5636

い
っ
と
き
「
イ
ク

メ
ン
」
と
い
う
言
葉
が
は
や
り
ま

し
た
。
男
性
で
積
極
的
に
育
児
に

取
り
組
む
人
の
こ
と
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
本
来
、
育
児
は
母

親
だ
け
に
課
せ
ら
れ
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
父
親
も
共
に
責
任

を
負
う
べ
き
も
の
で
す
。
し
か
し
、

「
育
児
は
女
性
が
す
る
も
の
」
と

い
う
固
定
的
性
別
役
割
分
担
論
や

男
性
労
働
者
の
長
時
間
労
働
な
ど

が
相
ま
っ
て
、
こ
れ
ま
で
は
、
男

性
が
積
極
的
に
育
児
に
関
わ
る
こ

と
が
難
し
い
現
実
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
へ
来
て
、
よ
う
や
く
積
極

的
に
育
児
に
関
わ
る
男
性
が
出
始

め
、
「
イ
ク
メ
ン
」
と
い
う
言
葉

が
生
ま
れ
、
昨
今
で
は
駅
な
ど

の
男
子
ト
イ
レ
に
も
「
お
む
つ

交
換
台
」
な
ど
が
設
置
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
（
写
真

は
樟
葉
駅
男
子
ト
イ
レ
）

し
か
し
「
イ
ク
メ
ン
」
な
ど

と
い
う
言
葉
が
あ
る
こ
と
自
体

が
、
未
だ
そ
れ
が
珍
し
い
こ
と

の
証
で
す
。
「
イ
ク
ジ
ョ
」
と

い
う
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
さ
ら
に
男
性
が
積
極
的
に

育
児
に
関
わ
る
こ
と
が
当
た
り

前
に
な
り
、
「
イ
ク
メ
ン
」
と

い
う
言
葉
が
な
く
な
る
日
が
来

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

す
べ
て
の
市
民
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
街
へ

枚
方
人
権
ま
ち
づ
く
り
協
会
が
総
会

枚方市岡東町12-1-502 サンプラザ１号館５階

五
月
二
七
日
、
メ
セ
ナ
ひ
ら

か
た
会
館
で
、
枚
方
人
権
ま
ち

づ
く
り
協
会
の
総
会
が
開
か
れ
、

今
年
度
の
活
動
方
針
な
ど
６
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
野
谷
理
事
長
が

「
二
一
世
紀
が
人
権
の
世
紀
で

あ
る
こ
と
を
見
据
え
、
枚
方
市

と
連
携
し
、
す
べ
て
の
市
民
の

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
」
と
挨
拶
。
続
い
て
来
賓

の
伏
見
枚
方
市
長
、
大
塚
市
議

会
議
長
、
奈
良
教
育
長
が
挨
拶

さ
れ
ま
し
た
。

次
に
議
案
が
審
議
さ
れ
、
昨

年
度
の
事
業
報
告
や
決
算
と
監 野谷協会理事長



六
月
一
八
日
、
メ
セ
ナ
ひ
ら

か
た
会
館
で
、
枚
方
市
主
催
の

男
女
共
同
参
画
週
間
事
業
と
し

て
、
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

女
子
柔
道
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
、
筑

波
大
学
体
育
系
准
教
授
の
山
口

香
さ
ん
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

「
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
考
え
る
男

女
共
同
参
画
」
と
題
し
た
山
口

さ
ん
の
話
は
、
柔
道
の
先
覚
者

で
講
道
館
を
開
か
れ
た
嘉
納
治

五
郎
さ
ん
の
話
か
ら
始
ま
り
、

ま
だ
女
子
で
は
試
合
の
許
さ
れ

な
か
っ
た
時
代
に
女
子
柔
道
の

先
鞭
を
つ
け
ら
れ
た
二
人
の
大

先
輩
の
話
、
そ
し
て
「
女
だ
て

ら
に
」
と
言
わ
れ
て
い
た
時
代

に
柔
道
を
は
じ
め
た
自
ら
の
体

験
へ
。
さ
ら
に
、
今
や
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
団
や
メ
ダ
ル
獲
得

者
の
半
分
を
占
め
る
日
本
の
女

子
選
手
の
活
躍
を
話
さ
れ
、
二

〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
へ
の
期
待
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
質
疑
応
答
で
は
、
「
ス

ポ
ー
ツ
報
道
に
は
、
『
～
の
男
』

と
『
オ
ト
コ
』
を
強
調
す
る
も

の
が
あ
る
が
」
と
の
質
問
に
、

「
社
会
が
変
わ
れ
ば
マ
ス
コ
ミ

も
変
わ
る
」
と
、
社
会
が
変
わ

る
大
切
さ
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
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紹介します 市民活動部会

かつて、アメリカのキング牧師は、人間社会で一番の

敵は、「無関心」だと言いました。そして今、混沌とし

た中で、更に人間不信社会になりつつあります。

そのような中で、私たち枚方人権まちづくり協会は、

創設10周年を超え、この無関心、人間不信から少しでも

脱却、前進しようと会員一同が「人権尊重都市宣言」の

下、人権尊重まちづくりをめざした啓発活動を行ってお

ります。

当協会では、啓発事業として、二つの取り組みパター

ンがあり、市からの委託を受けたものと、会員自らが企

画、提案した自主事業があります。この自主事業にたず

さわるために作られたのが、市民活動部会で、現在８人

の部会員で構成され、ほぼ月1回の定例会議を持ち、さ

まざまな啓発事業を企画・提案してきました。

例えば昨年度（2015年度）は、10周年記念事業として

「市原悦子朗読会」を開催しました。その他にも、「夏

休み親子映画会」や「福井県の若州一滴文庫への現地会

員研修」、「劇団言葉座による『おせいさんの昭和』上

演」を実施しました。

今後も充実した啓発事業を企画・提案していきます。

また会員の皆様からのご意見・ご提案を期待しています。

市民活動部会長 田中昭導

枚方市を市民一人ひとりの人権が大

切にされる街へ。あなたも会員に。

NPO法人枚方人権まちづくり協会

(TEL：072-844-8788）

会員随時募集

５月２７日、人権まちづくり協会の総会後に

「風は生きよという」が上映された。そこに出

てくる海老原さんは「脊髄生筋萎縮症」を発症

し、人工呼吸器を一時も離せない毎日を生きて

いる。が、彼女は明るく前向きだ。たくさんの

できないことの中で障がい者ができることは、

社会に出て人に意識づけることだと言う。「か

わいそうにね」って言われるけど、みんなが助

けてくれたら、支えられたら、困るとは思わな

い。一緒に地域の中で生きていける。と明るく

語っていた。障がいは自分が克服することでは

なく、人に助けを求めて、環境を整えていくこ

とだと言う。できないことは、周りができるよ

うに補えばいい。こんな当たり前のことを、改

めて確信した映画だった。（協会会員Ｈさん）

映画「風は生きよという」を見て
「
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
考
え
る
男
女
共
同
参
画
」

ソ
ウ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

女
子
柔
道
銅
メ
ダ
リ
ス
ト

山
口

香
さ
ん
が
講
演


